
～ 2024年　12月　15日

（対象者数） 18 （回答者数） 11

～ 2024年　11月　30日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者の方の願いに寄り添いながら

　お子さんの成長のために必要な取り組みを

　引き続き提案していく

2
・さまざまな教材や道具を活用し、飽きずに楽しく

　運動ができるプログラムを組み立てていく

3

・できるようになったことや課題を細かく見定め、

　スモールステップで成長を後押ししていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・新年度には開催ができるよう準備を進める

2
・ニーズや希望を知るためのアンケート実施を

　検討し活用していく

3

○事業所名 わくわくクラブ　ジュニア（新越谷校）・児童発達支援

○保護者評価実施期間 2024年　11月　15日

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　1月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・家族支援としてペアレント・トレーニングや

　研修の場を設けられていない

・講習を受けて開催できる知識は得たが

　実際の開催を計画するまでに至らなかった

・保護者の方々の交流の場として定期的に

　茶話会（わくわくカフェ）を開催しているが、

　児童発達支援利用の保護者の参加が少ない状況

・参加しやすい日時や内容を検討していく

・一人ひとりの課題や状況に合わせた支援目標作成と

　きめこまやかなレッスンの実施

・マンツーマンだけではなく、複数人数で一緒に

　レッスンをする機会も意識的に作り、

　社会性を育む取り組みをおこなっている

・机上の取り組みは個室でおこない、運動は広場を使用し

　活動をわけておこなうことができる

・運動の際には思い切り身体を大きく動かし

　感覚刺激のニーズを満たせるようにしている

・豊富な教材やカードを使って楽しく

　成長に必要な学びや経験を得られる支援をしている

・それぞれの興味に合わせたレッスンの組み立てや

　スタッフとの言葉のやりとりでコミュニケーションの

　力をつけられるよう支援している

事業所における自己評価総括表公表


